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要旨 

　本稿では、アラビア語チュニス方言の与格構文を取り上げた。チュニス方言の与格は、「動

詞に関わる与格」と「文に関わる与格」の２種に分けることができる。「動詞に関わる与格」

は、動詞の項として文の述べる事態を構成する与格である。これに対し「文に関わる与格」は

動詞の項ではない与格である。この与格構文においては、事態と与格項との関係が表される。

「文に関わる与格」はさらに、当該の与格項を除いた文の述べる事態を与格項が受容する「事

態受容の与格」と、事態を提示する「事態提示の与格」の２種に分けることができる。後者の

事態提示の与格はしばしば心性与格と呼ばれるものである。本稿では前者の「事態受容の与

格」について記述を行い、その意味解釈において、その与格構文が現れた文脈のみならず、語

りの視点が与格項に置かれるか、主格項に置かれるかで意味解釈が異なることを指摘した。 

1. 本稿の目的と概要 

　与格は、授与動詞などにおいて物などが与えられる受け手などを表すが、動詞との関係から
だけでは解釈できない用法も存在する。こうした与格は心性与格（倫理与格）とも呼ばれ、印
欧諸語のみならず、そしてヘブライ語やシリア語といったセム語においても観察される。同じ
くセム語に含まれるアラビア語方言においてもこうした与格は存在することは知られていた
が、個々の方言におけるその用法が詳しく記述されるようになったのは、比較的近年になって
からである。 

　本稿で取り上げるアラビア語チュニス方言においても、その与格の全体像を描く研究はな
い。そこで、本稿は、主として物語テキストを資料として、この言語の与格の用法、特に文に
関係する与格（本稿では「文に関わる与格」と呼ぶ）について記述を行い、アラビア語諸方言
の与格研究にひとつの資料を提供することを目的としている。 

 本稿は、第160回日本言語学会大会（2020年6月、オンライン開催）における口頭発表「アラビア語チュ1

ニス方言の情報的に余剰な与格」（『日本言語学会第160回大会予稿集』pp.181-187）を発展させたもので
ある。発表において有益なコメントをくださった江畑冬生さん、本稿について有益なコメントをくださっ
た西村義樹先生、田中太一さん、マルティネス・マンシア・アンドレス・エンリケさんに感謝を申し上げ
たい。また、本稿のための調査にあたり協力してくださった Farouk Herzi 氏と Khadija Chaieb 氏にも感謝
申し上げる。なお、本稿は科学研究費助成金（19K13183）による成果を含む。
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　本稿の構成は以下の通りである。本稿の目的と概要を述べる本節に続く、第２節において
は、アラビア語チュニス方言の概要と本稿で扱う資料について述べる。第３節では先行研究を
まとめる。第４節ではこの言語の与格の形態をまとめる。第５節では本言語の与格の概観を行
い、本論となる第６節では、「文に関わる与格」のうち特に「事態受容の与格」について記述
を行う。第７節は本稿のまとめと課題を述べる。 

2. アラビア語チュニス方言の概要と資料 

　アラビア語チュニス方言（以下チュニス方言）は、アラビア語（アフロアジア語族のセム語
派）の現代アラビア語諸方言、マグレブ方言のひとつであり、チュニジア共和国の首都チュニ
スを中心に広く用いられている。 

　２９種の子音（/b, m, f, θ, ð, ð ,ʕ t, t ,ʕ d, n, s, s ,ʕ z, r, r ,ʕ l, l ,ʕ ʃ, ʒ, k, g, x, ɣ, q, ħ, ʕ, h, w, j/）と、長短合わせ

て６種の母音（/i, a, u, i ,ː a ,ː uː/）を持つ。 

　動詞は未完了形（IMPF）と完了形（PERF）の２つの活用の系列があり、人称・数（単数・

複数）・性（ただし3人称単数のみ）によって活用する。なお、動詞の引用にさいしては、３

人称単数男性完了形を代表形として示す。 

　名詞のクラスは男性（M）・女性（F）に分かれ、単数（SG）と複数（PL）の区別がある。

名詞には格の標識はないが、人称接尾辞には対格形（ACC）と属格形（GEN）がある。名詞と

人称接尾辞の与格（DAT）については第４節で述べる。 

　本稿の資料としては、筆者が聞き取り調査によって得たものに加えて、チュニス方言で書か
れた『アル・アルウィー物語集』（Al-ʕArwi ,ː ʕAbd-al-ʕaziːz (1989) ħikaːjaːt al-ʕArwi  ːVol. I-IV. 2nd 

ed. Tunis: Al-Daːr Al-Tuːnisiːja li-l-Naʃr）のテクストについての言語学的調査から得たものも用い

た。後者からの引用文については訳文末の [  ] 内にローマ数字で巻数、アラビア数字でページ

番号と行番号（l.）を記すことで、引用箇所を示した。 

3. 先行研究 

　与格を含む文、すなわち与格構文は、個別言語の記述においても重要な一部をなし、また、
さまざまな言語で重要な研究テーマとして扱われている（概観は藤村・井口・武本 2001）。 

　与格研究においては、与格の用法にしばしば２つの区別がなされる。一番目は、動詞に関わ
る与格である。これは、動詞の項である与格、動詞の選択する与格、動詞に関わる与格などと
も呼ばれる。二番目は、動詞に関わる与格以外の与格である。これは「動詞の選択する項では
ない与格」（Bosse, Bruening and Yamada 2012、Camilleri and Sadler 2012）、「Extra-thematic な与

格」（例えば Shibatani 1994）、文与格（例えば Draye 1996）、心性与格（例えば Leclère 1976、

塩谷 1996、Lamiroy 1997、高田 2003）とも呼ばれる。これらの与格は共通して、文にある種の

「情意」を付加するとみなされている。この情意とは、文を構成する諸要素のみからは導き出
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すことのできない意味であり、具体的には、被害（Shibatani 1994）、関心（塩谷 1996、Choksi 

2015）、受益（Leclère 1976、Shibatani 1996）、驚き（Leclère 1976）などである。とはいえ、こ

れらの二番目の与格の意味機能は、言語により、そして研究者により異なり、後に述べるよう
に、本稿ではこの与格をさらに２つに分ける。 

　ここで、チュニス方言の与格研究を検討すると、この言語の与格は、次節で述べるように、
前置詞 l- 《～に》との結合によって形成されるが、この前置詞自体の記述は先行研究に見られ

るものの（Singer 1984: 625、チュニス方言に近い Takrouna 方言の記述は Marçais et Guîga 1958-

1961: 3552-3563）、これを与格として捉えた上で包括的に論じた研究はまだない。　 

　いっぽう、他の方言では、シリア方言の「同一指示の与格（the coreferential dative) 」（Al-

Zahre and Boneh 2010）と、アラビア語方言のひとつであるマルタ語（マルタ共和国）の与格

（Camilleri and Sadler 2012）に関する研究がある。シリア方言の「同一指示の与格（主語に一致

した与格が文中に現れるもの）」と同様な用法はチュニス方言には存在しない。マルタ語は、
チュニス方言と系統的にも近いと考えられるアラビア語変種であるが、与格の用法には違いも
見られる。 

　そこで、本稿はこれらの先行研究における与格の捉え方を参考にしつつ、チュニス方言の与
格について議論を行う。 

4. チュニス方言の与格とその形態 

　まず、この言語の格標示についてまとめる。古典アラビア語の名詞類における主格・対格・
属格の格標示は、チュニス方言を含む多くの方言においては存在せず、格標識によって示され
ていた名詞と動詞との関係は、主格の場合は動詞との一致によって、対格の場合は、動詞に後
続する目的語として示される。属格は古典アラビア語においては名詞と名詞、前置詞と名詞と
の関係を表していたが、これも目的語と同じく語順による関係表示、もしくは所有関係を表す
前置詞 mtaːʕ-《～の》の使用に取って代わられた。 

　例外的に格関係が表示されるのが、人称接尾辞であり、対格と属格の２系列がある。 

　チュニス方言のこうした格の状況において、本稿が与格と呼ぶのは、空間的、時間的な目的
や方向を表す前置詞 l- 《～に、～へ》によって形成される前置詞句である。本稿がこの前置詞

句を与格として扱う理由は、すでに先行研究においてそのように扱われていること（シリア方
言の Al-Zahre and Boneh 2010、マルタ語の Camilleri and Sadler 2012）、および、この前置詞句の

用法が、すでに先行研究で述べられた印欧諸語の与格の用法と共通点を多く持つからであ
る。 2

　この前置詞 l- には、名詞句もしくは属格人称接尾辞が後続する。本稿では、前置詞 l- と名詞

句の結合体を、「与格名詞句」と呼び、l- と属格人称接尾辞との結合体を「与格人称接尾辞」

 チュニジアの Takrouna 方言でもすでに、前置詞 l- の記述において心性与格への簡単な言及がなされて2

いる（Marçais et Guîga 1958-1961: 3560）。
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と呼ぶことにする（グロスでは、与格名詞句の場合は、前置詞 l- に、与格人称接尾辞の場合は

この接辞全体に対して、DATと示す）。与格人称接尾辞は動詞句、能動分詞に接尾される。 

　次に与格人称接尾辞の形態を、単数（１人称、２人称、３人称男性・女性）、複数（１人称、
２人称、３人称）の順に記す。-li ,ː -lik, -lu ,ː -(i)lha ,ː -(i)lna ,ː -(i)lkum, -(i)lhum。括弧内の母音 i は、

子音に接尾される時に挿入される母音である。また、前置詞 l- は、-r が先行する場合これに同

化し、また、鼻音が後続する１人称複数の場合もこれに同化して、-(i)lna  ː> -(i)n-na  ːとなること

がある。ただし、本稿ではこうした同化を表記せず、形態論的な表記を維持する。 

　なお、前置詞 l- と属格人称接尾辞との結合には次の長形もある。liː-ja ,ː liː-k, liː-h, liː-ha ,ː liː-na ,ː 

liː-kum, liː-hum。これは動詞に接尾されることのない形式であるため、本稿での議論からは除外

する。 

5. チュニス方言の与格の分類と概観 

　先行研究においては、与格の用法は２種に大別されることを、第３節で述べた。その分け方
は、与格が動詞に関わるか、文に関わるか、によるものであるが、動詞に関わるとはどのよう
なことか、文に関わるとはどのようなことか、については言語により、また研究者により異な
る。 

　本稿では、チュニス方言の与格を「動詞に関わる与格」と「文に関わる与格」の２種に分け
る。 3

　チュニス方言の「動詞に関わる与格」とは、動詞の項として文の述べる事態を構成する与格
である。この与格を、さらに６つに下位分類する。(i) 受け手の与格、(ii) 目的地の与格、(iii) 行

為の方向の与格、(iv) 利益の与格、(v) 使役の与格、(vi) モダリティ表現の与格、である。 

　もうひとつの「文に関わる与格」とは、動詞の項ではない与格である。この与格は、動詞で
はなく、その与格が現れた文に関わるが、その関わり方によって２種に分けることができる。
ひとつは、当該の与格項を除いた文の述べる事態が与格項に与える影響を表す与格であり、こ
れを本稿では「事態受容の与格」と呼ぶことにする。もうひとつは事態の提示に関わる与格で
あり、これを「事態提示の与格」とする。 

　そこで、チュニス方言の与格の全体を以下のように分類することができる。 

(1)  チュニス方言の与格の分類 

   I. 動詞に関わる与格 

    (i) 受け手の与格 

 これは、Draye（1996）のドイツ語の与格の記述において用いられた the adverbal dative と the 3

sentential dative という用語を利用したものである。ただし、区別の基準は異なり、Draye は「所有者
の与格」を「動詞に関わる与格」とみなすが、チュニス方言では、「文に関わる与格」に含めるほうが適
当である。
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    (ii) 目的地の与格 

    (iii) 行為の方向の与格 

    (iv) 利益の与格 

    (v) 使役の与格 

    (vi) モダリティ表現の与格 

   II. 文に関わる与格 

    (i) 事態受容の与格 

    (ii) 事態提示の与格 

　次に、上記の分類に基づき「動詞に関わる与格」について概観する。 
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詞・他動詞が多く含まれる。主なものに qaːl l- 《～に言う》、ʕajjit  ʕ l-《～を呼ぶ、～に呼びか

ける》、ħka  ːl-《～に～を語る》、ʃka  ːl-《～に～を訴える》などが挙げられる。 

(4)  fi-θ-θniːja   qaːlt-ilha  ː        l-aʕruːsa 
  ～の中-DEF-道 言うPERF.3SG.F-3SG.F.DAT  DEF-花嫁 

  「道すがら，花嫁が彼女に言った」[I-20, l.3] 

　「(iv) 利益の与格」を含む与格構文では、行為者がある行為を、与格によって示された存在

の利益のために行うことが述べられる。 
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(5)  ħalliːt      il-baːb  l-xaːdiːʒa 
  開けるPERF.1SG DEF-扉  DAT-(女性の名) 

  「私はハディージャのために扉を開けた（彼女が入れるように）」 

　「(v) 使役の与格」は、一部の使役構文においては被使役者を表す。 

(6)  w-illaːma  ː   nwakkil      l-bint-i  ː     l-imluːxiːja  
  そして-絶対に 食べさせるIMPF.1SG DAT-娘-1SG.GEN DEF-モロヘイヤ料理 

  「そして、絶対に私は我が娘にモロヘイヤ料理をたべさせてやろう」[I-156, l.8] 

　「(vi) モダリティ表現の与格」は、いくつかのモダリティ表現にみられる。(7) のモダリティ

表現は、動詞 ðˤhar を用いた非人称構文 juðˤhur l-《（人）に～と思える》（形式的には３人称単

数男性形の未完了形）である。この構文においては、推測の主体が与格項として現れている。
なお、文頭の人称詞は与格項が主題化されたものである。 

(7)  aːna  ː juðˤhur-li  ː     haːk-l-fuːqaːniːja   mtaːʕ-ik   amma  ː il-luːtˤaːniːja  ː
  私  と思える-1SG.DAT  あの-DEF-上のもの の-GEN.2SG しかし DEF-下のもの 

  maː-kunt-ʃ       faːtˤin        biː-haː… 
  NEG-(過去の助動詞)-IRR 気づく能動分詞.SG.M に-3SG.F.GEN 

  「上にあるもの（カバン）があなたので、（中略）下にあるものにはあなたは気づいて 

  いなかったように、私には思える」[I-198, l.11] 

　次節では、II.の「文に関わる与格」について「事態受容の与格」を中心に検討する。 

6. 事態受容の与格 

6.1. 文に関わる与格 

　「文に関わる与格」とは、動詞にではなく、文の述べる事態にかかわる与格である。この、
文の述べる事態にかかわる与格には２種類のものがある。ひとつは、当該与格を含む文におい
て、その与格を除いた文が述べる事態が、与格に与える影響を表すものである。この「影響」
については後段で論ずるが、こうした与格を本稿では「事態受容の与格」と呼ぶことにする。 

　もうひとつの、文の述べる事態にかかわる与格とは、事態の内容ではなく、その事態そのも
のをどのように提示するかということを表す「事態提示の与格」である。この事態提示の与格
は、２人称単数形 -lik のみが現れ、文の述べる事態を驚くべきものとして聞き手に提示する機

能を持つ。(8) ではこの与格を訳の「なんと」で表した。 4

 (8) は、熊切（2020）では言及されていないタイプの例である。ここでは事態提示の与格が通常の動詞と4

ともに現れている。
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(8)  zaːd  ħfar      jaħfar      jaħfar      ħatta  ː
  さらに 掘るPERF.3SG.M 掘るIMPF.3SG.M 掘るIMPF.3SG.M ついに 

  juxruʒ-lik       sˤanduːq 
  出るIMPF.3SG.M-2SG.DAT 箱 

  「（寝ずの番をしている間に暇つぶしに彼は穴を掘っていると、板が現れる）さらに彼 

  は掘った。掘って掘って、ついになんと箱が出てきた（箱には財宝が入っている）」 

  [III-144, l.10] 

　事態提示の与格の主要な用例と意味については、すでに「心性与格」の名称のもと、熊切
（2020）で論じており 、本稿ではもうひとつの「事態受容の与格」を中心に扱うこととす5

る。 

6.2. 事態受容の与格の特徴と分類 

　「事態受容の与格」を含む文では、２つのことが述べられる。ひとつは事態受容の与格を除
いた文が述べる事態である。もうひとつは、その事態が与格に与える影響である。これを、次
の事態受容の与格の典型例で検討する。 

(9)  hiːja  sarqit-lu  ː        fluːs-u  ː
  彼女  盗むPERF.3SG.F-3SG.M.DAT お金-GEN.3SG.M 

  「彼女は彼に彼のお金を盗んだ」 

　(9) の例で述べられているのは、「彼女は彼のお金を盗んだ」という事態である。事態受容

の与格をここでは「彼に」と訳し下線を付した（日本語としては不自然であるが、便宜上、以
下の例の日本語訳においても事態受容の与格を同様にして示す）。この与格によって表されて
いるのは、もう一つのこと、つまり「彼」がこの文の述べる事態により影響を受けたことであ
る。この影響は文脈により複数の解釈ができるが、与格の「彼」の立場から見れば「被害」と
ひとまず解釈できる。 

　この影響の解釈の分類について述べる前に、事態受容の与格の特徴について２点まとめる。
まず、(9) についてもいえるが、事態受容の与格構文においては与格があたかも奪格として機能

しているようにみえる場合がある。すなわち、この例でいえば、「彼に」ではなく「彼から」
と逆向きに解釈することも可能かもしれない。 6

　しかしながら、奪格項に当たるものは、(10) のように前置詞 min- などによって示されるた

 ただし、動詞 qaːl とともに用いられる事態提示の与格が引用や説明の標示となる場合については補足す5

る必要がある。

 同様な「逆向きの与格」は、フランス語（Melis 1996: 45, (25)）、ドイツ語（Draye 1996: 202, (124a)）、6

ラテン語（Van Hoecke 1996: 6, (10)）にも観察することができる。
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め、(9) のような例の与格人称接尾辞をそのまま奪格的な意味を表すものとして理解すること

はできない。 

(10)  xatˤfit-li  ː        min-jidd-i  ː
   奪うPERF.3SG.F-1SG.DAT から-手-1SG.GEN 

  「彼女は私に私の手から奪った」[I-154, l.11] 

　事態受容の与格（そして事態提示の与格の）もうひとつの特徴は、これが与格名詞句として
現れず、常に人称接尾辞となることである。(9) では彼女が盗んだことが述べられている。そし

て事態受容の与格人称接尾辞は、その「彼女」の夫を指示している。同様に下の (11) でも与格

名詞句は「彼女の夫」を指示している。すなわち、(11) は単に (9) の与格人称接尾辞を与格名詞

句に変えたに過ぎないが、文の解釈はまったく変わってくる。(11) の与格名詞句は「動詞に関

わる与格」の「(iv) 利益の与格」として理解され、「彼のお金」の「彼」は、別の第３者の男

性を指示するものとなり、事態受容の与格構文としては受け取られなくなるのである。 

(11) hiːja  sarqit      fluːs-u  ː     l-rˤaːʒil-ha  ː
  彼女  盗むPERF.3SG.F  お金-3SG.M.GEN DAT-男-3SG.F.GEN 

  「彼女は夫（文字通りには「彼女の男」）のために彼（別の男）のお金を盗んだ」 

　事態受容の与格構文では、この与格を除いた文が述べる事態と、その事態から与格が受ける
影響とが表される。この影響は、それぞれの文脈によりさまざまに解釈されるが、その解釈は
２つの要因により決まる。ひとつは、その与格構文において、語りの視点が与格項に置かれて
いるか、主格項に置かれているかという、語りの要因である。この視点が与格と主格のどちら
に置かれるかで、与格構文の取りうる意味の大枠が決定される。そして、与格構文が、その意
味の大枠の中で具体的にどのような意味で解釈されるかは、文脈によって決まる。 

　ここでいう語りの視点とは、語りにおける中心的存在の視点である。物語でいうならば、語
りの視点が置かれるのは筋の展開を引き起こす中心的登場人物である。この中心的な存在は、
単に物語の登場人物というばかりでなく、語りそのものの中心的存在として機能している。す
なわち、話し手はこの中心的存在を通じて、語りをより効果的に進めることができ、また、聞
き手もこの中心的存在に着目することで、語りの展開をよりよく理解することができる。語り
において、話し手と聞き手がともに注意を向けるそうした存在が、語りにおける中心的存在で
あり、そのような中心的存在を通じて語りを捉える見方が語りの視点である。 

　この語りの視点と事態受容の与格構文との関連には、２つの種類がありうる。ひとつは語り
の視点を担う存在が与格項として現れる場合であり、これを与格視点の与格構文とする。もう
ひとつは、その存在が主格項（文の主語もしくは動詞の主格人称）として現れる場合であり、
これを主格視点の与格構文とする。 
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　次節以降で見るように、この視点の違いが、事態受容の与格構文の意味解釈の大枠を決定す
るが、ここであらかじめ、その概略を述べることとする。 

　まず、与格視点の事態受容の与格構文は、次の２つの意味特徴を持つ。①与格の表す存在は
文の表す事態に対する制御力を持たない。②そのいっぽう、文の表す事態は与格の表す存在に
影響を及ぼす。そして、この意味特徴を大枠として、文脈によってその影響の性質が決まる。
その意味とは、与格の表す存在の被害か、その影響そのものの強さである。 

　これに対し主格視点の事態受容の与格構文は、①主格の表す存在は文の表す事態について制
御力を持っている。具体的には、主格の表す存在が、事態受容の与格の表す存在にある意図を
もって文の表す事態を行うことが表される、②与格の存在はこの事態の影響を受けることもあ
れば、事態そのものを関知しないこともある、という２つの意味的特徴がある。この意味特徴
を大枠として、主格の表す存在の「ある意図」が文脈によって決まる。それは、恩恵の付与、
加害、目的の強調、与格の存在の排除である。 

　以下では、与格視点の事態受容の与格構文と主格視点の事態受容の与格構文のそれぞれの例
を以下検討する。 

6.3. 与格視点の事態受容の与格構文の意味解釈 

　与格視点の事態受容の与格構文では、与格の表す存在は文の表す事態に対する制御力を持た
ず、この事態からの影響を受ける。どのような影響を受けるかは文脈によって変わり、与格の
表す存在の被害か、影響そのものの強さとして解釈される。 

　まず、与格項の被害の解釈となる与格構文を取り上げるが、典型的なものは (12) のように、

与格人称接尾辞が他動詞に接尾し、その他動詞の目的語には、与格人称接尾辞に一致する属格
人称接尾辞が接尾するものである。与格の表す存在は、常に目的語の所有者である（この構文
は所有者上昇構文とも呼ばれる）。その次の (13) も同様な構造を持つが、目的語に所有関係を

表す前置詞 mtaːʕ-《～の》と属格人称接尾辞が後続するものである。 

(12) ʕarriːt-ilna  ː        rˤuːs-na  ː
  裸にするPERF.2SG-1PL.DAT 頭PL-1PL.GEN 

  「お前が私たちに私たちの頭を裸にした（＝頭を裸にされた）」（なお、「帽子を奪っ 

  て頭を露出させる」＝無一文にする）[III-149, l.2] 

(13) naħħi  ː    rˤaːhu  ː maː-jħibb-ʃ       ʃkuːn jmiss-lu  ː
  外すIMPR.2SG のだ  NEG-好むIMPF.3SG.M-IRR 誰か 触れるIMPF.3SG.M-3SG.M.DAT 

  ʃ-ʃaːkriːja  mtaːʕ-u  ː
  DEF-刀  の-3SG.M.GEN 

  「放せ、誰かが彼に彼の刀を触るのを彼は好まないのです（＝誰かに刀を触られるの 

  を好まない）」[III-398, l.4] 
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　与格人称接尾辞が自動詞につくときは、与格項の表す存在が所有関係を持つのは主語であ
る。 

(14) baʕdma  ː nrabbiːw    w-nkabbru  ː        tmuːt-ilnaː? 
  の後   育てるIMPF.1PL そして-大きくするIMPF.1PL 死ぬIMPF.3SG.F-1PL.DAT 

  「わたしたちが育てて大きくした後に私たちに彼女（娘）が死ぬ（＝娘に死なれる） 

  だって？」[I-278, l.8] 

　所有関係が目的語や主語とではなく、前置詞補語と結ばれる場合もある。 

(15) waħlitt-ilha  ː         ʃuːka mtaʕ-ħuːt fiː-graːʒim-ha  ː
  引っかかるPERF.3SG.F-3SG.F.DAT 骨  の-魚   で-喉-3SG.F.DAT 

  「魚の骨が彼女に彼女の喉に引っかかった＝（彼女は喉に魚の骨が引っかかった）」 

  [III-175, l.2] 

　とはいえ、事態受容の与格が文中の何らかの名詞句に対してもつ所有関係は、属格人称接尾
辞によって明示されている必要はなく、文脈上明白であればよい。(16) はある漁師について語

る場面から引用した例であり、文脈上、定冠詞で限定された網がその漁師のものであるのは明
白である。 

(16) mˤaːhi  ː ʃ-ʃibka waħlit-lu  ː           fiː-ħaʒra w-tiqtˤʕit 
  でしょ DEF-網 引っかかるPERF.3SG.F-3SG.M.DAT  に-石  そして-破れるPERF.3SG.F 

  「その網が、（漁師である）彼に石に引っかかって、破れたでしょ」[II-287] 

　また、厳密には所有関係とはいえないが、人間どうしの関係（夫婦、友人関係、主従関係）
においても、被害の解釈を生みうる。 

(17) qaːʕdit-li  ː          ħatta-l-baʕd   il-muɣrib 
  留まる.能動分詞SG.F-1SG.DAT  まで-DEF-後  DEF-マグレブ 

  「（お使いに出て戻ってこなかった召使いに怒って）あなたは、（主人である）私にマ 

  グレブ（夕刻）の後まで、とどまっている（＝私はあなたにマグレブの後まで待たされ 

  た）」[IV-327, l.7] 

　与格項が文中のいかなる要素に対しても所有関係を持たない場合もある。そうした場合、与
格視点の事態受容の与格構文は、事態が与格に与える影響の強さを表す。与格の表す存在が文
の表す事態に対する制御力を持たないということは、見方を変えれば、事態そのものが与格の
表す存在を圧倒するほどの強い力をもつということにもなるからである。(18) では、イチジク
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を食べることの影響の強さが語られている。 

(18) w-klaː-ha  ː            habtˤit-lu  ː         kiːf-iθ-θilʒ 
  そして-食べるPERF.3SG.M-3SG.F.ACC  降りるPERF.3SG.F-3SG.M.DAT のよう-DEF-雪 

  「（物語の冒頭、食べるものもない貧しい男が猛暑の中、川で水浴びをしていると、上 

  流からイチジクが流れてきた。それを男がつかんで夢中で食べる場面）そして彼はそれ 

  （イチジク）を食べた。それは彼にまるで雪のように（彼の体内を）降りていった（そ 

  して、イチジクを食べたことをきっかけに物語が大きく展開する）」[I-137, l.9] 

6.4. 主格視点の事態受容の与格構文の意味解釈 

　主格視点の事態受容の与格構文においては、主格の表す存在は、与格の表す存在になんらか
の影響を与えることを意図して、文の表す事態を生じさせる。与格の表わす存在はこの事態の
影響を受けることもあるが、まったく関知しないこともある（後の (28b) を参照のこと。な

お、与格視点の事態受容の与格は、事態そのものについては認識している）。意味的には、恩
恵の付与、加害、意図の強調、与格の表わす存在の排除が表される。 

　まず恩恵の付与と解釈される例を見る。次の (19) は、「グール［怪物］の娘」が父親を気持

ちよくさせて秘密を聞き出そうとする場面であり、この娘がこの場面における語りの視点を
担っている。 

(19) w-tumʃutˤ-lu  ː           fiː-lħiːt-u  ː
  そして-梳かすIMPF.3SG.F-3SG.M.DAT  PROG-あごヒゲ-3SG.M.GEN 

  「そして、彼女（グール［怪物］の娘）は彼（グール）のあごヒゲを手で梳かしてやって 

  いる」[I-37. l.3] 

　相手に恩恵を与えることが、その与え手の被害となる場合もある。(20) では、与格の「彼

女」の「頭を大きくする」という恩恵を付与する行為が否定されるが、これはその行為が主格
である「私」にとって害であるからである。 7

(20) la  ː  nkabbir-ilha  ː         rˤaːs-ha  ː
  NEG  大きくするIMPF.1SG-3SG.F.DAT  頭-3SG.F.GEN 

  「私は決して彼女の頭を大きくしてやらないぞ（＝私は彼女の頭を大きくさせるわけには 

  いかない＝彼女をつけ上がらせるわけにはいかない）」[II-167, l.9] 

　加害の意に解釈できる場合は、主格がその加害を意図していることもあれば、意図しない加

 (20) のような表現は、定型的な言い回しである可能性もあるが、少なくとも Takrouna 方言の浩瀚な語彙7

集（Marçais and Guîga 1958-1961）には記録されてはいないようである。
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害による困惑が読み取れることもある。(21) は前者、(22) は後者である。(22) では、家の主人

の不在に、その家の食事を勝手に食べて、家の主人に被害を与えることについて、主格の「私」
が感じている決まり悪さが表明されている。 

(21) nqusˤsˤuː-lha  ː       rˤaːs-ha  ː
  切るIMPF.1PL-3SG.F.DAT  頭-3SG.F.GEN 

 「私たちは彼女に彼女の首を切るだろう＝私たちは彼女の首を切ってやる」[I-59, l.1] 

(22) muːla-d-daːr  ʕ ɣaːjib        w-aːna  ː  naːkul-lu  ː        ʕʃa  ː
  主人-DEF-家 不在だ.能動分詞SG.M そして-私 食べるIMPF.1SG-3SG.M.DAT 夕食 

  「家の主人がいないのに、私は彼に（彼の）夕食を食べている」[II-013, l.15] 

　恩恵の付与と加害の解釈は、視点の違いによって生まれるのではなく、文脈によって決ま
る。(23a, b)　はどちらも構造的には同一だが、「貧困（を擬人化した存在）」が与格の人物に

害をなし、「幸福（を擬人化した存在）」が与格の人物に益をなすという文脈で語られるた
め、(23a) は加害、(23b) は恩恵の付与と解釈されることとなる。 8

(23) a. w-l-faqr     raːkib-lu  ː         ʕlaː-ktaːf-u  ː
   そして-DEF-貧困 乗る.能動分詞SG.M-3SG.M.DAT の上に-肩PL-3SG.M.GEN 

   「そして、『貧困』は彼の両肩の上に乗っかっている」[I-355, l.5] 

  b. w-s-saʕd     mˤaːhu  ː qaːʕid-lu  ː         ʕlaː-ktaːf-u  ː
   そして-DEF-幸福 のだ  座る.能動分詞SG.M-3SG.M.DAT の上に-肩PL-3SG.M.GEN 

   「そして『幸運』が彼の両肩の上に座っているのだ」[I-359, l.1] 

　主格視点の事態受容の与格構文では、主格の存在がその与格の存在を目当てにして行為を行
うことが示されるため、その結果、行為の意図性もまた強調されることになる。(24) は、事態

受容の与格と、動詞に関わる与格の「(ii) 目的地の与格」とがともに現れる例である。目的地

の与格は動詞「登る」の目的地「ミナレット」を示し、事態受容の与格は、そのミナレットに
いる「彼」という目当てを示す。これにより、文全体としては、「彼のいるミナレットに登っ
て行く」、より具体的には「彼に会うという意図をもってミナレットに登って行く」という行
為の意図性が強調されることとなる。 

(24) tˤlaʕ-lu  ː         l-isˤ-sˤumʕa 
  登るPERF.3SG.M-3SG.M.DAT DAT-DEF-ミナレット 

  「ジュハーは彼のいるミナレットに登って行った」（Stumme 1893: 78，表記は筆者が改 

 この恩恵の付与と「(iv) 利益の与格」とは意味的に重なる部分があるが、「(iv) 利益の与格」がいかなる8

文脈でも利益と解釈されうるのに対し、恩恵の付与という解釈は文脈次第である、という点で違いがあ
る。
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  め、グロスをつけた） 9

　次の例 (25) は、主人公の行為の目撃者が、主人公の手を掴んで、声を掛ける場面である。

(25) に現れる事態受容の与格構文の視点は主格（目撃者）にあり、与格人称の所有物が目的語

として現れている。ここでは、ただ単に主人公の手を掴むのではなく、彼を目当てとして、そ
の注意を引くという意図を持ってその手を掴んだということが表されている 。 10

(25) w-ʃadd-lu  ː           jidd-u  ː
  そして-掴むPERF.3SG.M-3SG.M.DAT 手-3SG.M.GEN 

  「（主人公は周りの人々と一緒に嘆き始めた。すると、傍にいた人が目を向けた。）彼 

  （その人）は彼（主人公）の手を掴んだ。（そして、その人は言った。『どうした。な 

  んのつもりだ』）」[I-98, l.10] 

　主格視点の事態受容の与格構文では、主格がある行為を与格を排除する目的をもって行うこ
とが表される場合もある（与格視点の事態受容の与格構文の「逆向きの与格」とも対比でき
る）。(26) では、ある目論見を与格で示された「彼」に対して抱き、それを「彼」に知られな

いように包み隠していることが述べられている。 

(26) w-qʕad         xaːzin-haː-lu  ː
  そして-留まるPERF.3SG.M  隠す.能動分詞SG.M-3SG.F.ACC-3SG.M.DAT 

  「そして彼はそれ（目論見）を彼に対して隠し続けていた」[II-252, l.2] 

6.5. 事態受容の与格構文の視点の違いによる意味解釈の違い 

　これまで、与格視点の事態受容の与格構文と主格視点の事態受容の与格構文の意味をまとめ
たが、本節では、視点による意味の違いがより明確にわかる例を取り上げて、本稿の主張を補
強する。 

　(27a, b) は同じ物語からの引用である。主人公である旅人が、ある家で夜を過ごすことなる。

その家の主人が主人公の乗ってきたラクダを屠って屠屠にするのを見て、主人公が屠した言屠
が (27a) である。この文は屠言者である主人公が与格で表された与格視点の文であり、主人公

に対する被害が表されている。(27b) は、その翌朝、家の主人が主人公に対して屠したセリフで

 ドイツ語での訳は‘Dschuha begab sich nun zu ihm auf das Minaret’。9

 なお、こうした意図なく、ただ掴むという事態を述べるときには、与格人称接尾辞ではなく対格人称接10

尾辞が現れる。 
 w-ʃadd-uː     min-jidd-uː 
 そして-掴むPERF.3SG.M-3SG.M.ACC から-手-3SG.M.GEN 

 「（彼は男に目隠しをした）そして、彼は男の手を掴んだ（そして、連れて行った）」[II-84, l.16] 
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あり、発言者である家の主人が主格となる主格視点の文である。この文で表明されているのは
家の主人の加害意識であり、それに対応して、この文の直前に謝罪の言葉が述べられている。 

(27) a.  naːqt-i  ː      jiðbħ-haː-li  ː
   雌ラクダ-1SG.GEN  屠るIMPF.3G.M-3SG.F.ACC-1SG.DAT 

   「私の雌ラクダを彼が私に屠る屠屠私の雌ラクダが彼に屠られる屠屠[III-385, l.16] 

  b. ilbaːraħ ðbaħt-lik       naːqt-ik 
   昨日  屠るPERF.1SG-DAT.2SG 雌ラクダ-GEN.2SG 

   「屠すいません。屠昨日、私はあなたに雌ラクダを屠屠た屠[III-386, l.12] 

　(28a, b) はそれぞれ別の物語からのものであるが、意味的には対比的に捉えることができる。

(28a) では、与格である「彼屠に視点が置かれている。これは、『幸運』の力屠例文 (23b) を参

照されたい屠によ屠て貧しい身から名士とな屠た彼が、城に行屠て、人々が自分を恭しく待ち
構えているのを目撃する場面からの一節であるが、ここでは事態受容の与格は、その目撃者の
驚きを表示するのに用いられている。い屠ぽう、(28b) は、主格視点の文である。ここでは動

詞の主格人称の指示する「彼屠裁判官屠屠が高貴な客が来たと聞き、彼を恭しく出迎えるべ
く、立ち上がり、扉のところで立屠て待ち受ける様子が描かれている。 

(28) a. il-mʕiːnaːt    waqfuː-lu  ː       b-sˤ-sˤaff 
   DEF-従者PLたち 立つPERF.3PL-3SG.M.DAT で-DEF-列 

   「従者たちが列をなして彼に立屠た屠[I-359, l.14] 

  b. w-qaːm wquf-lu  ː          fi-l-baːb 
   そして-立屠たPERF.3SG.M-3SG.M.DAT の中-DEF-扉 

   「そして彼屠裁判官屠は立ち上がり、彼屠高貴な客屠に扉のところに立屠た屠 

   [II-311, l.12] 

　(27a, b) も (28a, b) も、それぞれの２つの文は語彙的にも構造的にもほぼ同じであるが、語り

の視点が異なると、それぞれの解釈もまた異な屠てくることを、本節では示した。 

7. まとめと課題 

　本稿では、アラビア語チュニス方言の与格構文を取り上げ、その用法を以下のように分類し
た屠 (1) を (29) として再掲、それぞれに該当する主な例文番号を示した屠。 

(29) チュニス方言の与格の分類 

   I. 動詞に関わる与格 

    (i) 受け手の与格  (2) 
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あり、発言者である家の主人が主格となる主格視点の文である。この文で表明されているのは
家の主人の加害意識であり、それに対応して、この文の直前に謝罪の言葉が述べられている。 

(27) a.  naːqt-i  ː      jiðbħ-haː-li  ː
   雌ラクダ-1SG.GEN  屠るIMPF.3G.M-3SG.F.ACC-1SG.DAT 

   「私の雌ラクダを彼が私に屠る屠屠私の雌ラクダが彼に屠られる屠屠[III-385, l.16] 

  b. ilbaːraħ ðbaħt-lik       naːqt-ik 
   昨日  屠るPERF.1SG-DAT.2SG 雌ラクダ-GEN.2SG 

   「屠すいません。屠昨日、私はあなたに雌ラクダを屠屠た屠[III-386, l.12] 

　(28a, b) はそれぞれ別の物語からのものであるが、意味的には対比的に捉えることができる。

(28a) では、与格である「彼屠に視点が置かれている。これは、『幸運』の力屠例文 (23b) を参

照されたい屠によ屠て貧しい身から名士とな屠た彼が、城に行屠て、人々が自分を恭しく待ち
構えているのを目撃する場面からの一節であるが、ここでは事態受容の与格は、その目撃者の
驚きを表示するのに用いられている。い屠ぽう、(28b) は、主格視点の文である。ここでは動

詞の主格人称の指示する「彼屠裁判官屠屠が高貴な客が来たと聞き、彼を恭しく出迎えるべ
く、立ち上がり、扉のところで立屠て待ち受ける様子が描かれている。 

(28) a. il-mʕiːnaːt    waqfuː-lu  ː       b-sˤ-sˤaff 
   DEF-従者PLたち 立つPERF.3PL-3SG.M.DAT で-DEF-列 

   「従者たちが列をなして彼に立屠た屠[I-359, l.14] 

  b. w-qaːm wquf-lu  ː          fi-l-baːb 
   そして-立屠たPERF.3SG.M-3SG.M.DAT の中-DEF-扉 

   「そして彼屠裁判官屠は立ち上がり、彼屠高貴な客屠に扉のところに立屠た屠 

   [II-311, l.12] 

　(27a, b) も (28a, b) も、それぞれの２つの文は語彙的にも構造的にもほぼ同じであるが、語り

の視点が異なると、それぞれの解釈もまた異な屠てくることを、本節では示した。 

7. まとめと課題 

　本稿では、アラビア語チュニス方言の与格構文を取り上げ、その用法を以下のように分類し
た屠 (1) を (29) として再掲、それぞれに該当する主な例文番号を示した屠。 

(29) チュニス方言の与格の分類 

   I. 動詞に関わる与格 

    (i) 受け手の与格  (2) 
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    (ii) 目的地の与格 (3) 

    (iii) 行為の方向の与格 (4) 

    (iv) 利益の与格  (5) (11) 

    (v) 使役の与格  (6) 

    (vi) モダリティ表現の与格  (7) 

   II. 文に関わる与格 

    (i) 事態受容の与格  （以下の (30) を参照のこと） 

    (ii) 事態提示の与格  (8) 

　これらの与格の用法のうち、本稿は文に関わる与格の事態受容の与格について意味記述を行
い、その意味解釈には、語りの視点が関与していることを明らかにした。これをまとめると次
のようになろう（それぞれに該当する主な例文番号を示した）。 

(30) 事態受容の与格の意味解釈 

  a. 語りの視点が与格に置かれる場合（与格視点）： 

    与格が受ける被害（ (12) ～ (17) ）、与格が事態から受ける影響の強さ（ (18) ） 

  b. 語りの視点が主格に置かれる場合（主格視点） 

    与格への恩恵の付与（ (19) (20) ）、与格に対する加害（ (21) (22) ）、行為における 

    主格の意図の強調（ (24) (25) ）、行為からの与格の排除（ (26) ） 

　語りの視点とは、単に語りにおける中心的存在を意味するのではなく、話し手にしてみれば
語りをよりわかりやすく、より効果的に行うために用いる手段となり、また、聞き手にしてみ
れば、語りを理解し、楽しむための手がかりとなるという語りの機能を持つ。本稿が明らかに
したのは、こうした視点を抜きにしては、事態受容の与格構文の意味の解釈を行うことはでき
ないということである。 

　とはいえ、語りの視点については、さまざまな文脈を考慮にいれ、より厳密に定義する必要
がある。そして、この定義を踏まえた上で、事態提示の与格を含んだ「文に関わる与格」が語
りにおいて果たしている機能を、語りという観点からより包括的に記述することを、今後の課
題としたい。 

略号 

　本稿のグロスで用いる略号は次の通りである。1, 2, 3: １人称・２人称・３人称、ACC: 対格

人称接尾辞、DAT: 与格人称接尾辞、DEF: 定冠詞、F: 女性、GEN: 属格人称接尾辞、IMPF: 未完

了形、IMPR: 命令形、IRR: 非現実モダリティ辞、M: 男性、NEG: 否定、PERF: 完了形、PROG: 

進行アスペクト標識、PL: 複数、SG: 単数、-: 形態素境界。 
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The Meaning of the Dative of the Affectee in Tunis Arabic 

KUMAKIRI Taku 

Keywords: Arabic Dialect, Dative, Semantics, Narrative, Viewpoint 

Abstract 
This paper focuses on the dative constructions in Tunisian Arabic. After defining the preposition l- “to” as a 
dative maker, I classify the uses of the dative in this language into two kinds: the verbal dative and the sentential 
dative. While the verbal dative constitutes a verbal argument, the sentential dative does not, instead modifying 
the sentence containing it. The sentential dative has two subgroups: the dative of the affectee and the 
presentative dative (the ethical dative). The latter part of the paper is devoted to the description of the three 
major meanings of the dative of the affectee: the adversity reading, the benefactive reading, and the impact of 
the event. I also point out that the narrative viewpoint plays a crucial role in differentiating the meanings of the 
dative of the affectee. 

（くまきり・たく　東京大学大学院人文社会系研究科研究員） 
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